
海外からの研修生の受け入れは、開発途上国から�

日本政府に出された要請に基づいて受託という形で実施されている。�

NTTの受け入れは1955年に東南アジアからの研修生を受け入れたことに始まった。�

最近では研修内容もディジタル個別技術から網計画技術やインテリジェントネットワーク（IN）、

ディジタル移動通信技術などの最新技術へと変化している。�
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